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民事法学・公法学専攻（専門科目）

m 口
次の科目のうち、 各自が申告した1科目を選択し、 解答すること。

［民事法学専攻】
民 法

Aが死亡し、Aの子であるBとCがAを法定相続分で相続した。Aの遺産として、 甲土地と乙動産があり、BC間での遺産

分割手続は未了であるとする。 この場合に関して、 次の各問いに答えなさい。

(1) 甲土地の登記は共有名義とされていたが、 D は、 甲土地についての B の持分の登記名義を勝手に自己に書き換え、 甲

土地を単独で占有し始めた。 C は、 B から D への持分の移転登記の抹消と、 甲土地の明渡しを、 単独で D に請求でき

るか。

(2) C は、 B の同意を得ず勝手に甲土地の登記名義を自己の単独所有に書き換えた上で、 これを善意の E に譲渡し、 その

旨の全部移転登記も了した。 その後、 甲土地をBの単独所有とする遺産分割がBC間で成立したとき、 Bは、 甲土地

の所有権ないし2分の1の持分が自己にあることをDに主張することができるか。

(3) BとCは、 乙動産をFに売却する契約をFとの間で締結した。Fは何度も乙動産の引渡しをBに請求していたが、 B

はこれを無視していた。 契約締結から 6 年後、 G が乙動産の引渡しを C に請求したとき、 A は時効を援用してこれを

拒むことができるか。

商 法

以下の問いの両方に解答しなさい。

1. A 株式会社は株券を発行することを検討している。A 社がどのような実態の会社であるかにより場合を分けて、 それぞ

れにおける株券発行のメリット・デメリットを検討しなさい。

2. B会社とC会社が、B社を消滅会社、C社を存続会社として吸収合併を行おうとしている。その合併契約によれば、B·

c それぞれの一株当たりの純資産額・配当はおおよそ同じであるのに、 B社の株主には合併の対価として、 B社株2株

に対して C 社株 1 株しか交付されないことが分かった。 これに対して不満を持った B 社の株主 b が、 自らの利益を守

るためにとることができる方法にはどのようなことが考えられるか、 合併前、 合併後に分けて説明しなさい。

国 際 私 法

法の適用に関する通則法のもとで、 いわゆる公序則が発動される場合及び公序則発動後の処理について、 具体例を挙げなが

ら、 詳しく論じなさい。

知 的 財 産 法

次の2つの小問全てに答えなさい。

(1) 発明の要旨認定をどのように行うべきかについて、 理由を付して説明しなさい。

(2) 著作権の侵害主体をどのように決定すべきかについて論じなさい。

［公法学専攻】

憲 法

「抽象的規範統制」とはどのような訴訟か。 また、 現行の日本国憲法のもとで法律を改正して抽象的規範統制を導入するこ

とはできるか。

刑 法

未遂犯と不能犯の区別の問題をめぐってどのような学説対立があるかについて、 裁判例に現れた事例を用いながら説明しな

さしヽ。

国 際 法

国家管轄権の概念について説明した上で、 管轄権の根拠を具体的な例を挙げながら論じなさい。

法 制 史

次に掲げる設問 (1) (2) のうちから一問を選び答えなさい。

(1) 明治初期から明治民法の成立に至るまでの民法典編纂事業の経過について、主に外国人法律家の果たした役割に着眼

して記しなさい。

(2) ロ ーマ法の継受における「永久ラント平和令」 (1495 年 ）の意義について論じなさい。

労 働 法

労働協約の不利益変更について、 その規範的効力と関係させて論じなさい。 可能ならば代表的裁判例にも言及すること。

宇 宙 法 政 策

以下の2問について2問とも解答してください。（解答順は自由です。）

1. 宇宙環境の保護についての法的拘束力のある国際法規則の内容について論じてください。

2. 月その他の天体を含む宇宙空間での国家管轄権行使についての国際法上のルールとその問題点を論じてください。

、 1答案用紙別網




